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⑤研究の目的・目標（提案書に記載した研究の目的・目標を簡潔に記入。）	
 

 道路の旅行時間信頼性（移動の定時性）が向上したことによる経済便益の計測・評価手法を提案・検

証すると共に，旅行時間の不確実性を前提とした経路誘導アルゴリズムの開発及びそのシステム構築

について検討する．具体的には，(1) 旅行時間信頼性向上の経済便益の計測・評価手法の提案と検

証，(2)-1 旅行時間の不確実性を考慮した経路誘導アルゴリズムの開発とシステム構築，(2)-2 そのよ

うなインテリジェントな経路誘導システムの社会的普及がネットワーク交通流全体に及ぼす影響の分析

という，旅行時間信頼性の「評価」と「運用」それぞれのサブテーマに関する研究開発を行う．これらの

研究開発を通じて，道路事業評価方法への新たな知見を与えると共に，道路交通運用技術の更

なる革新やネットワーク全体の定時性向上に資することを目的とする． 



⑥これまでの研究経過	
 

（研究の進捗状況について、これまでに得られた研究成果や目標の達成状況とその根拠（データ等）を必要に応じて図表等を用

いながら具体的に記入。）	
 

■平成 24 年度［FS 研究］の主要な成果             (a)：便益評価関連    (b)：経路誘導関連 
(a)-1 旅行時間信頼性の経済評価に関する国内外の研究及び実務の動向調査の実施 
(a)-2 貨幣価値原単位推定のための基礎理論（統合アプローチ）並びに調査・推定方法の開発 
(a)-3 将来の旅行時間変動を推計するための予測モデルの構築 
(b)-1 経路誘導に関する国内外の研究及び技術開発の動向調査 
(b)-2 旅行時間の不確実性を考慮したリスク回避型動的経路誘導アルゴリズムの開発 
 

■平成 25 年度［本研究採択後］の主要な成果，但し，現在進行中のものを含む） 

(a)-4 統合アプローチを用いたケーススタディの試行（阪神高速道路淀川左岸

線開業によるネットワーク全体の時間信頼性向上便益の事後的試算） 
(a)-5 ネットワーク全体の旅行時間信頼性評価方法論に関する研究動向調査 
(b)-3 リスク回避型動的経路誘導アルゴリズムのさらなる高速化 
(b)-4 WEB Routing システムの

開発（図 1） 
(b)-5 スマートフォンアプリのプ

ロトタイプ開発（図 2） 
(b)-6 本経路誘導方式の社会

的普及が交通流全体に

及ぼす影響の基礎分析 
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図 1 Web-Routing画面の例（品川区役所→東工大，色の 
違いで Hyperpath構成リンク選択確率の大小を表現） 

 

図 2 アプリ画面の例 



⑧研究成果の活用方策	
 

（本研究から得られた研究成果について、実務への適用に向けた活用方法・手段・今後の展開等を記入。また、研究期間終了後

における、研究の継続性や成果活用の展開等をどのように確保するのかについて記述。）	
 

 
■成果の活用方法・手段・今後の展開： 
・	
 ①「経済便益の計測・評価手法に関する研究開発」の成果は，道路事業や道路政策の評価手法の

高度化・精緻化に直接的に貢献するものと考えている．旅行時間信頼性の事業評価への導入に向

けた実務的検討は我が国でも徐々に浸透しつつあるが，その理論的基盤の確立やデータによる裏

付けなどはまだ十分ではない．本研究の成果は，国や公的機関等におけるそのような実務的検討に

対する理論的・方法論的な基礎として資するものと考えている． 
・	
 ②「旅行時間の不確実性を前提とした経路誘導アルゴリズムの開発及びそのシステム構築研究」の

成果は，旅行時間が不確実な状況における道路利用者の最適な経路誘導につながる技術開発とそ

の検証を通じて，道路利用者満足度の向上に資することが期待される．さらに，これまでの研究開発

を通じて，そのような旅行時間の不確実性を考慮した経路誘導に従うインテリジェントな自動車が普

及に連れて，ネットワーク全体の効率性・定時性も向上する可能性があることも確認されている．「最

適な交通制御による効率性・定時性の実現」と言った，近未来の自動車交通のビジョンが描かれる

際に述べられる理想像について具体的・定量的な検討を行うためのツールの一つとなる可能性を有

していると考えている． 
・	
 上記①，②のいずれの研究開発についても，我が国で蓄積されている多様な旅行時間データベー

スを適切に活用することで，実際の事業評価や経路誘導にも耐えられる精度を持つ旅行時間信頼

性指標を算定できるようになりつつあるため，近い将来の実用性は高いと考えている．また，いずれ

の研究開発も，交通行動理論，ミクロ経済理論，ネットワーク理論等を基礎とする一般性のある方法

であり，我が国のみならず諸外国における適用可能性も十分に高いと考えられる． 
■研究期間終了後の展開： 
・	
 自動車交通のみならず公共交通の定時性の問題（鉄道遅延や空港アクセス等）にも着目した，交通

モード横断的な旅行時間信頼性に関する総合研究プロジェクト（文科省科研費基盤 B，代表者福

田，期間 4 年）が平成 25 年度より開始した．本技術研究開発終了後も，この科研研究を通じて学術

面でのさらなる展開を目指す． 
・	
 経済便益評価方法論については，欧州の交通経済系の研究者と合同で，国際的な共同研究ユニッ

トの設立を検討している．	
 

・	
 動的経路誘導については，特にデータ事業者や自動車会社等に対して研究開発の成果を積極的

に情報発信すると共に，実際のカーナビゲーションへの実装の可能性を引き続き検討する．また，分

担者のキャパリアスを中心に，特に欧州での実務への展開可能性を検討する． 
	
 

⑨特記事項	
 

（本研究から得られた知見、学内外等へのインパクト等、特記すべき事項があれば記入。また、研究の目的・目標からみた、研

究成果の見通しや進捗の達成度についての自己評価も記入。）	
 
	
 

・	
 経済便益計測手法については，本研究開始以降，道路事業者やコンサルタント等からの問合せが

増加した．今後もそのような機会に成果を積極的に PR し，適用事例の蓄積が進むように促したい． 
・	
 動的経路誘導アルゴリズム及びシステムについては，公開特許公報データベースの検索を通じて類

似した特許が存在していないことを確認すると共に，自動車会社の技術担当者にヒアリングを行い，

同様の検討は未着手・未計画であるという回答を得ている． 
・	
 2013 年 2 月に旅行時間信頼性のテーマを含む国際セミナーを開催し，本研究開発の一部成果につ

いての講演を行った．その際，約 80 名の参加者が国内外からあった．	
 	
 


